
 

 

 

申請者を確認できる書類と同じ住

所、氏名（法人の場合は法人名称、

代表者の職名、氏名）で記入します。 

連絡先も記入します。 

上 記 と 同 じ

内 容 で 記 入

します。 

公定規格で示されている肥料の種類を記入します。 

表示票の見本と同じ名称で記入します。 



 

 

 成分分析結果の数値が公定規格で示されている「含有す

べき主成分の最小量(％)」以上である必要があります。 

保証成分の記載順序及び桁数は、公定規格の最小値の欄

の記載されている順序及び桁数に合わせます。 

公定規格にその他の規格について記載がない場合は、

「該当なし」と記入します。 

複数ある場合は、列記または一覧で

全て記入します。 

植害試験の成績が求められている肥料のみ必要になります。 

該当しない場合は、「該当なし」と記入します。 

別紙として生産工程フロー図を添付する。 

肥料の種類に応じて、原料の使用割合や原料規格への適合性が

確認できる事項、材料の種類及び具体的な名称、使用割合も記

入します 


